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福島原発事故  今、進行中 
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100万ｋWの原子力発電所１基が１年
運転するごとに燃やすウランの重量 

１トン 
（生成する核分裂生成物の重量） 



止めることができない崩壊熱 
（電気出力100万kWの原発） 

電気 
100万kW 

海温め 
200万kW 

核分裂 
279万kW 

崩壊熱 
21万kW 



止めることができない崩壊熱 
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原子炉停止からの全炉心崩壊熱の時間変化 

（福島第一原子力発電所１号機:平均22000Mwd/tを仮定） 

原子炉停止から3日後でも1分間
に１４０リッターの水（100℃）を蒸
発させるだけの熱(5.2MW)を発生 

崩壊熱/炉出力 

 停止直後 ５～７％ 

 １日後   0.3～0.5% 

 10日後   ～0.2% 

田中俊一さん 
の資料 



運転中だった１～３号機 

電源を利用できなかっ
たため、崩壊熱を除去
することができず、炉
心が熔け落ちる。 



炉心の冷却 
が必要 

水素爆発 

プールの 
冷却が必要 

フィルタ無し 

8 

燃料被覆管の
ジルコニウム
と水との反応
で水素が発生 



定期検査中だった４号機 

原子炉内の燃料はすべて使用済み燃料
プールにあり、炉心の熔融は免れた。 
しかし、半壊した原子炉建屋に使用済
み燃料プールが宙づり状態になり、そ
の底には広島原爆換算で、１万４００
０発相当のセシウム１３７が存在して
いた。 



４号機 ３号機 





1号機 

２号機 

３号機 

広島原爆 

IAEA 閣僚会議に対する 
日本国政府の報告書 
 
大気中に放出した 
セシウム１３７の量 
［テラベクレル］の比較 

89 590 

14,000 

710 

大気中だけで 
広島原爆 
168発分 



セシウム137汚染の世界への拡がり 

CEREA, Ècole des Ponts ParisTech and EdF R&D, http://cerea.enpc.fr/en/fukushima.html 
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北半球温帯に属する日本では偏西風が卓越風で、福島原発
から大気中に放出された放射性物質は太平洋に流れた。 



福島県の東半分を
中心にして、宮城
県と茨城県の南
部・北部、さらに、
栃木県、群馬県の
北半分、千葉県の
北部、岩手県、新
潟県、埼玉県と東
京都の一部地域が、
放射線管理区域に
しなければならな
い汚染を受けた。 

http://radioactivity.mext.go.jp/ja/1910/2011/11/1910_1125_2.pdf 



Cs-137の量[TBq] 

大気中放出量 15000  
県 

福島県 1914  
栃木県 180  
群馬県 110  
茨城県 61  
宮城県 47  
岩手県 13  
千葉県 13  
長野県 4  
山形県 2  
東京都 2  
新潟県 2  
埼玉県 1  
山梨県 0  
神奈川県 0  
秋田県 0  
総量 2351  

大気中へのCs-137の放出量と 
県別降下・沈着量 

大気中への放出量（日本政府公称値） 
              15000 TBq 

福島県 
1914 TBq 

栃木県 

群馬県 

茨城県 

宮城県 
岩手県 
千葉県 

沢野伸浩 さん（ 星稜女子短期大学）の評価  

残りは太平洋へ 



放射能は五感で感じられない。 
  想像できないわずかな重量 

大気中に放出されたセシウム137の放射能量 
（日本政府がＩＡＥＡに報告した値) 

15,000 テラベクレル 

日本の陸地に降下したセシウム137の放射能量 
（沢野伸浩 さん（星稜女子短期大学）の評価） 

2,400 テラベクレル 

重量では 4.7 kg 

重量では 750 g 



事故は収束していない 
２０１１年３月１１日に運転中だった１号機から３号機 

２０１１年３月１１日に定期検査中で運転していなかった４号機 

すでに熔け落ちた炉心、それが今どこにあるかすら分からない 

すでに大量に放出された放射性物質 

果てしない放射能の封じ込め作業と労働者の被曝 

今現在、そして今後も続く住民の被曝 

その使用済み燃料プールの底には広島原爆1万4000発
を超えるセシウム137があった。２０１４年１１月初めによ
うやく、共用燃料プールに移送を終えた。 

ひたすら水を注入してきたが、放射能汚染水が溢れている 
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１号機 

２号機 

３号機 

4号機 

放射能汚染水 
タンク群 

５号機 

６号機 
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事故は今もコントロールされていない 
  敷地は放射能汚染水で溢れている 

2014年10月13日に採取した海側の井戸の水 

セシウム134 61,000Bq/L（過去最大値） 

 環境への放出基準：60Bq/L 

セシウム137 190,000Bq/L（過去最大値） 

 同           ：90Bq/L 

全ベータ  7,800,000Bq/L（過去最大値） 

 同（ストロンチウム90とすれば）：30Bq/L 
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破壊された４号機原子炉建屋と使用済み燃料プールの位置 

東京電力提供 
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どんどん破れるフレコンバック、小沢祥司さん撮影 



使用済み燃料プール内の
燃料集合体の数 

  原子炉 使用済み燃料プール 合計 
    使用済燃料 新燃料   
１号機 （400）溶融 292 100 392 
２号機 （548）溶融 587 28 615 
３号機 （548）溶融 514 52 566 
４号機 0 1,331 202 1,533 
合計 － 2,724 382 3,106 
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福島民友 
2014年9月11日 
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チェルノブイリ原子力発電所の石棺 



チェルノブイリ原子力発電所で建設中の第２石棺 



寿命は１００年といわれる・・・？ 



終わります 

ありがとうございました 


